ビート抽出物(以下ビートセラミド)(グルコシルセラミドとして1日あたり0, 0.6, 1.8mg摂取の3群)の8週間経口摂取の作用につ いて二重盲検比較試験を行った。 【結果】自覚症状として「肌のくすみが気になる」「シミが気になる」「顔が脂っぽくべたつく」「肌がカサカサざらつく」「ハリがな い」「肌荒れが気になる」「眼の下がむくむ」など肌症状スコアの有意な改善を認め、発汗量の改善が示唆された。皮膚弾力性 試験(Cutometer)において弾力性指標(R2およびR7)が用量依存性に改善することが示された。従来から報告のあるセラミド の皮膚水分量増加作用については確認できなかった。ヒト皮膚線維芽細胞を用いた実験成績では、ビートセラミド添加により フィブロネクチン産生及びフィブロネクチンmRNA発現を促進することが示された。線維芽細胞増殖能、コラーゲン産生能には 影響しなかった。 【結論】臨床試験と実験成績を合わせると、経口摂取されたビートセラミドが細胞内シグナルを刺激し、フィブロネクチン産生な ど細胞外マトリックスに好影響を及ぼす可能性が示唆された。またビートセラミドのヒトにおける安全性が確認された。 抄録
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